
































































好（好む） 、楽（望む） 、憂（憂える） 、懼（恐れる）の四つは 人







































本巻一三四条の注 （３） に引く 『河南程氏文集』 巻二、

















　「將」 は 「以」 に同じ。 「將…去―」 は 「…で （を）





































質問した。 「 （ 『大学』では）忿懥、 恐懼、 好樂、 憂患は、 すべて『有所』














海之浸、無所能入、安得不虚。無水於内、則停注之水、不可勝注、安得不實。大凡人心、不可二用、用於一事、則他事更不能入者、事爲之主也。事爲之主、尚無思慮紛擾之患、若主於敬、又焉有此患乎。所謂敬者、主一 謂敬。所謂一者、無適之謂一。且欲涵泳主一之義、一則無二三矣。 」 （この条は『近思録』存養篇に採録されている。 ）
　　


























































 「自粗」 の 「粗」


































自」は、すでに。 「粗」は粗大の意で、 「精細 対概念。繊細微
妙なあり方に対して、単純明快で分かりやすいあり方を「粗」と表現した。 『語類』巻三〇、 三一条、記録者名欠（Ⅲ
767 ） 「或問。
顔子工夫、只在克己上。不遷不貳、乃是克己效驗。或曰。不遷不貳、亦見得克己工夫即在其中。曰。固是。然 亦非一端。如喜怒哀樂 皆當克。但怒是粗而易見者耳 」 （ 「克己」は『論語』 「顏淵」 、 「不遷不貳」は『論語』 「雍也」 ） 、 『語類』巻七八、 二〇九条、黄義剛録（Ⅴ
2013 ） 「天下之物、精細底便難見、麄底便易見。飢






 「豁然」は、 「格物致知」 「窮理」の文脈では後に「貫通」 「有覺處」などが続くことが多く、 そのようなときには、 からりと悟る、ほどの意に解される。 「一旦豁然貫通焉」 （ 『大学章句』伝五章）『河南程氏遺書』巻一七、 （伊川語） 「今人欲致知、須要格物。物不必謂事物然後謂之物也、 自一身之中 至萬物之理、 但理會得多、相次自然豁然有覺處。 」など。次の「脱然」の用例がこのニュアンスをよく表している。 『河南程氏遺書』巻一七「人要明 若止一物上明之、亦未濟事、須是集衆埋 然後脱然自有悟處。然於物上理會也得、不理會也得。 」混乱や迷いなどからすっきりと抜け出る様、の意である。
　
 　
 本条では、広々と開け、胸中が晴れ晴れとしてわだかまりのない様を表す。 「廓然而大公」 （広々として私意が い） （ 『河南程
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
二五
氏文集』巻二、明道「答横渠先生定性書」 ）がしばしば「豁然而大公」 「擴然而大公」とも表記されるように、 「豁然」 （
huòrán ）
は「廓然 （
kuòrán ） 「擴（拡）然」 （
kuòrán ）に通ずる。 『語
類』巻九四、 一九三条、 陳淳録（Ⅵ
2406 ） 「豁然絕無一物之累。 」 、
巻六二、 一四条、輔廣録（Ⅳ
1482 ） 「豁然而大公、便是不自私。
物來而順應 便是不用智。 」 、巻九五、 一一一条、輔廣録（Ⅵ

2443 ） 「若能豁然而大公、則上不陷於空寂、下不累於物欲。 」 、巻
九五、 一〇八条、沈僩録（Ⅵ
2443 ） 「擴然而大公、是寂然不動。














いろいろなもの、 万象。 『文心雕龍』巻一〇、 「物色」 「春
秋代序、陰陽惨舒、物色之動、心亦揺焉。 」 『語類』では他に次の用例がある。 『語類』巻一〇、 八〇条、輔廣録（Ⅰ
172 ） 「為學讀
書、須是耐煩細意去理會、切不可粗心。若曰何必讀書、自有箇捷徑法、便是誤人底深坑也。未見道理時、恰如數重物色包裹在裏許、無緣可以便見得。須是今日 了一重、又見得一重。明日又去了一重、又見得一重。去盡皮、方見肉 去盡肉、方見骨、去盡骨、方






 （誰かが） 持ち去る。 『五燈會元』 巻十一、 「檗回頭見師空手、
















































憂患、心不得其正。是要無此數者、心乃正乎。曰、非是謂無。只是不以此動一本作累。其心。學者未到不動處、 須是執持其志。 」 同、
二二上「棣問、禮記言、有忿懥、憂患、恐懼、好樂、則心不得其正。如何得無此數端。曰、 非言無、 只言有此數端則不能以正心矣。 」
（２）
 「事有當怒當憂者、但過了則休 不可常留在心。 」
 本巻一三四条
















































と解した。 「稱物」は『易』謙、象傳「地中有山、謙。君子以裒多益寡、稱物平施。 なお、 「心」について「稱物平施」を喩えに用いた例には、 『語類』巻一四 一四一条、楊道夫録（Ⅰ
279 ） 「安




















以為為之亦無害。以為善不可不為、又有一箇心以為 為亦無緊要 譬如草木、從下面生出一箇芽子、這便 不能純一 這 是知不至之所為。　























喜ばず、わずかでも喜ぶと、怒って当然 ことでも怒らなくなる。つまり、事物の理を見逃して る 、 『視れども見えず、聴けども聞こえず、食らえども其の味を知らず』 に ってしまうのだ。思うに、これがわずかでも心を占有してしまう 居座ってそこを去ら
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
二九
ず、ひたすら胸中で揺れ動いて、最後まで消え去らない。もしこの心が空っぽ同然だったら、万事に取り組んでも、相応しい状態に止まって、自分自身はこれに関与せず、 『視ては見え、聴きては聞こえ、食らい は真に其の味を知る』ということになろう。この一段（伝第七章）を見るに、あらかじめこの心（忿懥、好楽、恐懼、憂患）を持っていてはならない ということだ。例えれば 秤の道具として 役割は、本来、物 平衡 することにあるが、今もしあらかじめ物が秤の上に乗っ たら、どうして重さを量 だろう。 」　
しばらくしてまた仰った。 「要するに、この根源はあの致知の方に
こそあるんだ。知が至って 意 誠であれば好色を好み 悪臭を悪むように、善いものは切実に善く、悪 ものは切実に悪く思わ るのだ。私はいつも言っているが、ここ（誠意章）は学者 一つの関門だ。この関門をぬけられて始めて『実』なんだ。 」　
また仰った。 「私はいつも思うんだが、この一節は特別だ。もし知









て占有しないようにせねばならないと説く。この内容と近いものとし は以下が挙げられる。本巻、一三七条、楊道夫録「曰、四者人不能無、只是不要它留而不去。如所謂有所、則是被他為主於內、心反為它動也。 」なお、現行の章句は以下のように説く。 蓋是四者 皆心之用、而人所 能無者。然一有之而不能察 欲動情勝、而其用之所行、或不能不失其正矣 」
（２）
 「梗在胸中」
















 只是。 」 「直是～方得」は、 「ただ～して






一二一、 三二条、 周必大録 （Ⅷ












と正反対のあり方。 『二程文集』 巻二 明道文集 「答横渠先生定性書」「所謂定者、 動亦定、 静亦定。…夫天地之常、 以其心普萬物而無心。聖人之常、以其情順萬事而無情。君子之學、莫若廓然 大公、物來而順應。 」 『語類』巻二六 二一条、鄭南升録（Ⅱ
645 ） 「問。惟
仁者能好人、能惡人。好善而惡惡、天下之同情。若稍有些子私心、則好惡之情發出來便失其正。惟仁者心中渾是正理 見人之善者則好之、見不善者則惡之。或好或惡、皆因人之有善惡、而吾心廓然大公、絕無私係、故見得善惡十分分明 好 不當理 故謂之能好能惡。曰。程子之言約而盡 公者、心之平也。正者 之得也。一言之中 體用備矣。 」
（８）
 「只管在胸中推盪」

















 『大学』 「大學之道、 在明明德、 在親民、 在止於至善。 」




 「源頭」は、 「根源」 、 「根本」 。誠意の
根本は格物致知にある、という見解に関しては以下を参照。巻一五、 九六条、董銖録（Ⅰ
300 ） 「呉仁甫問。誠意在致知格物後、
如何。曰。源頭只在致知。知至之後 如從上面放水來、已自迅流湍決、只是臨時又要略略撥剔、莫令壅滯爾。 」同 巻一五、 九七条記録者名欠（Ⅰ












































































〔訳〕　「忿懥、 好楽、 恐懼、 憂患の四つの感情は全て人が持っているもので、無くすことはできない。しかし『其の正を得ず』というのは 物に応接する際に私心を持ち込んではならない、というこ なのだ。もし
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
三二
一つの喜ぶべきことがあって、自分がちょうど喜んでいる時に、不意に一つの怒るべき事が出来するのを見たら、これは怒るのが正しいのに、この喜んでいる気持ちで、これに対処すると、その べき事まで喜ばしくなってしまうが、 れ 『其 正を得ず』ということだ。怒るべき事の場合もまた同様である。その意を誠にして、それが本当に鏡のように空虚で、秤 ように平衡で、美醜や軽重（秤の高下）事物 随応して形をはっきりさせ、自分自身は れに関与しない というのであれば、これがつまり『正心』ということなのだ。 」　
これと関連しておっしゃった。 「以前漳州にいた時、属官に会って





































れる。また、一四五条以外にも、本条 内容に近いものとしては以下のような例がある。 『語類』巻一二八、 二五条 葉賀孫録（Ⅷ3068 ） 「某在漳州要理會某事、 集諸同官商量、 皆逡巡泛泛、 無敢向前。






























ない。もし自分がこのことで喜んだら、更にもう一つの事が来た際には、前の事を捨て置いて心を平静にしてから、後の事に取り組むべきで、先ほど 喜びの気持ちをこちらに持ち込んではならない。ある喜ばしい事があったら、腹立たしい気持ちが生じた といって喜んで当然のことを忘れ去ってはいけない。 ある腹立たしいことがあったら、喜ばしい事柄が生じたからといって、怒って当然のことを忘れてはならない。　
もし人が正門を通って出て行かなくてはならないのに、少しだけ避











































































先生が仰った。 「その説は難しい。 『一物も容れず』 と言うだけでは、
ひたすら全く（好楽、恐懼、忿懥、憂患の感情の）この類がないというようになってしまう。ただ、この好楽、恐懼、忿懥、憂患という感情は何もないところから発するべきであって 最初から心にあってはならない、というだけだ。　
思うに、これらの事がこのようであるのみならず、おおよそ全ての
ことに関して、予めあれこれ計らってこのようにしておこう、というのでは駄目だ。 もし人が決意してこのよ に厳格に制御しようとして、少し 閒 の気持ちになったとしても、そのようにする必要のない場面になってもそ ようであれば、窮屈 ろう た人が決意して穏やかで寛大であろうとして、少しの間この気持ちになっ としても、そのよう ある必要がない場面になってもそ ようであれば、 ぐにその場しのぎに流れてしま だろう　
もし心が名誉を好むなら、たまたま名誉に近づく機会に出くわして































る、準備する。 『語類』 四、 一六条、葉賀孫録に既出。
（６）
 「嚴毅把捉」
 「嚴毅」 は 「厳格に」 『語類』 卷九三、 三六条、 沈僩録 （Ⅵ
2355 ） 「子張是箇務外底人、子游是箇高簡、虛曠、不屑細務底人、






 「こころ」 、 「気持ち」 。巻一四、 二〇条に既出。
（８） 「不消」














 「姑息」は「その場しのぎ」 。 『語類』巻四、 四 条、
黄
録（Ⅰ






















































































































































































則不得其正、身有所恐懼、則不得其正、身有所好樂、則不得其正、身有所憂患、 則不得其正。 」とあり、 「忿懥」 「恐懼」 「憂患」 「好樂」の四者が並記される。
（２）













































































































若夫敖惰、則凶德也。曾謂本心而有如是之則哉。曰、敖 爲凶德也、正以其先有是心、不度所施而無所不敖爾。若因人之可 而之、則是常情所宜 、而事理之當然也。今 人焉 其親且舊未至於可親而愛也、其位與德未至於可畏而敬 、其窮未至於可哀、而
萬暦戥子〔明〕























































 「不能存之、 則四者之來、 反動其心。 」
　『大学章句』 伝七章、 章句 「心
有不存、則無以檢其身。是以君子必察乎此、而敬以直之、然後此心常存而身無不脩也」 。 『語類』巻一一八、 四七条、周明作録（Ⅶ　


















一〇一、 五八条、 包揚録 （Ⅶ
　














　「將去」は、 「～していく」 、巻一四、 六









聖人之心、 瑩然虛明、 無纖毫形迹。 一看事物之來、 若小若大、 四方八面

























朝鮮古写本は、 「須」を 消 に作る。
〔訳〕　
黄顯子は質問した。 「心に好樂する所有れば、則ち其の正を得ず。 」
の章は、 「心に些かもかたよりが有ってはならない。ほんの僅かでもかたよりが有ること、つまりこれが私意なのであり、たちまち心を侵食して止まない。私意 いうのは身体の機能を上回るので、 だから 『視れども見えず、聽けども聞こえず、食らえども其の味をし ず』なのだ。 」ということでしょうか。　
先生のお答え「この後に言う、心が不正ならば修身できないという
のは、次の八章の『身修まらざれば以て家を齊う可からず。 』 意味と同じであり、だから 其の子の惡を知るもの莫く、其の苗の碩いなるを知るもの莫し。 』と言うのであ 、この視たり聽いたり 話は身体に即して言ったものだ。心には何かしら物があってはならず、外面
では移り変わる物事に応対し、専ら個々の事物に対応していくのであり、まったく自分の心には関わらないのだ。　
ちょっと物にとらわれるだけで、心はすぐに動くものだが、そのよ
うに物にとらわれてしまう理由は三つある。ひとつはまだ起こってもいない事 なのに、 自分の心にあらかじめ期待する気持ちがある場合。ひとつはすでに対処してしまった事 なのに、まだ長い間胸中に留めて忘れることが出来 い場合。ひとつは今まさ 事物に対処せんとする時に、意識にかたよりがあり、そちらの偏重しているものだけを視てしまう場合。これらはみな物に縛られている である。既に物に縛られ っては、 の事物が有るところに、別 事物が面前に来ると、こ に対処し もすぐに誤った をしてしまう、これでいったいどのようにしてその正しさを得られると うのか。　
聖人の心は、明るく澄み切っていて、ほんのわずか も痕跡がない。





















































 『二程文集』巻二、明道「答横渠先生定性書」 、 「所謂定者 動亦定、靜亦定、無將迎、無内外。苟以外物爲外、牽己而從之、是以己性爲有内外也。且以性爲隨物於外、則當其在外時、何者爲在内。是有意於絕 誘、而不知性之無内外也。旣以内外爲二本、
則又烏可遽語定哉。夫天地之常、 以其心普萬物而無心、 聖人之常、以其情順萬事而無情。 故君子之學、 莫若廓然而大公、 物來而順應」 。『語類』 巻一一六、 一六条、 襲蓋卿録 （Ⅶ
　
2791 ） 「善乎明道之言曰、





























是天理自合如此。 老者安之 是他自帶得安之理來。朋友信之、是他自帶得信之理來、少者懷之 懷 聖人為初無形迹。
（
15）
















































人內照圓寂。明心即佛。不待心而得佛智。 」 『語類』 巻一八、 一四条、黄義剛録（Ⅱ
　
393 ） 「問、陸先生不取伊川格物之說、若以為隨事
討論、 則精神易弊、 不若但求之心、 心明則無所不照、 其說亦似省力。 」
（３）
 「定心」
　『語類』 巻三〇、 一五条、 葉賀孫録 （Ⅲ
　
764 ） 「若果能居敬、
則理明心定、自是簡。 」 『二程外書』巻一〇「心定者、其言重以舒。不定者其言輕以疾。 」
（４）






















































に根ざしたものが想定される。知覚と義理との関係について、 『二程遺書』巻二上に「醫家以不認痛癢謂之不仁、人以不知覺不認義理爲不仁、譬最近。 」という語を記録しており、これに基づいて謝良佐は知覚は義理に直結するものであ と主張し、朱子はそれに反対する。 『語類』巻三三、 八七条、鄭可学録（Ⅲ
851 ） 「問、
















































































































夜に文章を読んで、 もしその中のどこかを正そうと思索したとしても、寝る時間になって足の裏をこすっているとさっぱり忘れてしまう。しかし、それが夜がそろそろ明けるという時間になると思い出す。つまりこれは朝の はまだ何事も心の中に生じていないから、そ で思い出すのだ。　














































的確であること。 『朱子語類考文解義』は、 『語類』巻五九、 八三条、葉賀孫録（Ⅳ


















































〔訳〕　「心其の正を得ず」章を説明しておっしゃった。 「心とは徳性全体のことである。もしいくらかでも欠けているところがあるならば、徳性は完全でなく、そのためその正しい状態であ ことができないのである。 」　またおっしゃった。 「心は体（本体）と用（作用）とを包括した呼






　「全徳」 について、 『論語集注』 顔淵 「顏淵問仁。子曰、


















を為そうとするのは「意」のはたらき、強固な意志を抱くまでもなく心の赴くままに自然とある事柄を為し得るのは「情」のはたらき、との趣旨か。以下 例でも、意識的意志的な行為か自然な行為かを以て「意」と「情」が説き分けられている。 『北渓大全集』巻三〇「答梁伯翔 第二書「心是以全體言。意是就心上發念處言、有思量運用之義。凡發見於外、思量要恁地底、皆 ……情是心裏面自然發動、改頭換面出來底。…如接物時、在内主宰者、是心。動出來 或喜或怒 是情 思量要喜那人、要怒那人、或輕或重、是意。 」
〔参考〕　
本条の「欲爲這事是意、能爲這事是情」を、朝鮮の宋時烈は記録者














































































































ある人がお尋ねした。 「畏敬について いかがでしょうか。 」
　
おっしゃった。 「もし家の中に厳格な家長が たとしたら、それは














































































































































を参照。 「莫Ａ否」は、 Ａではないか。巻一五、 一三二条等に既出。
（３）
 「那事不從心上做出來」

























































































































































子升が質問した。 「修身斉家章のいわゆる 親愛」 「畏敬」以下につ
いて、一般的に人々と接する際はすべてこのようにするのであって、ただ家族の人に対してだけではないということでしょうか。 」先生「もちろんそういうことだ。 」　
質問した。 「どうして修身なのに、かえって専ら人と接す ことを

























ような用例がある。 『語類』 巻一四、 二一条、 鄭可学録 （Ⅰ
　
252 ） 「大
抵大學、一節一節恢廓展布將去、然必到於此而後進。既到而不進固不可。未到而求進、亦不可。且如國既治 又却絜矩、則又欲其四方皆準之也。此 卷書甚分明 不是滚作一塊物事 「大抵大學一節一節恢廓展布將去」以下 『大学』が為学工夫の階梯を段階的漸進的に説く書物であることを述べる。 「恢廓展布」は 修身
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
五九
→齊家→治國→平天下」と実践の場が同心円状に拡大していくイメージか。 『 『朱子語類』訳注』巻十四、 三十頁参照。本条の「一節説闊一節去」と「一節一節恢廓展布將去」との意味はほぼ同じだろう。また、 『語類』巻一五、 八五条、林夔孫録（Ⅰ
　
298 ） 「格
物是夢覺關、誠意是善惡關。過得此二關、上面工夫卻一節易如一節了。到得平天下處、尚有些工夫。只為天下闊、須著如此點檢。 」『語類』巻一五、 一一五条、 林夔孫録（Ⅰ
　
305 ） 「須去了自欺之意、
意誠則心正。誠意最是一段中緊要工夫、 下面 輕一節。 」 『語類』巻一五、 一一八条、孫自修録（Ⅰ
　
305 ） 「致知、誠意兩節、若打




























































所親愛而辟焉、之其所賤惡而辟焉、之其所畏敬而辟焉、之其所哀矜而辟焉、之其所敖惰而辟焉。 」朱注「辟、讀爲僻。 」 「辟、猶偏也。 」これに対して、鄭玄注は「譬猶喩也」 、釈文は「而辟、音譬、下及注同、謂譬喩也」とする。なお、この 」についての朱子の解釈は早年と晩年の区別があり、 『章句』 ほうが晩年の定論と思われる 李氏朝鮮の朱子学者である韓元震（一六八二～一七五一） 『朱子言論同異攷』巻二「大学 （保景文化社二〇〇八年 月、二九頁）は、 「答許順之書以大學「之所譬焉」作「譬」字説、 與章句不同。 （原注：定論又見答張敬夫、 呂伯恭書） 」と指摘している。 「作譬字説」というのは、先述の の注に基づく解釋である。当該の「答許順之書 とは 答許順之」第十二書（ 『朱子文集』巻三九）のことで、この書簡 朱子三十八歳のもの（陳來『朱子書信編年考証』 、 下同）である。また当該の「呂伯恭書」は「答呂伯恭」第四十二書（ 『朱子文集』巻三三）のことであり、この書簡は朱子四十六歳のものであり、また「答張敬夫書」は「答敬夫孟子説疑義」 （ 『朱子文集』巻三一 を指し
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
六一



















章と伝八章を關連させて理解しよう し、また『大学或問』では伝八 について、 「此章之意 實承上章 其立文命意、大抵相似。 」と言い、伝八章の内容が伝七 意を承 いるものと言う。朱子が伝八章の「譬」 音 「僻」に改めるのは、 「僻 音ならば「偏」の意味となり、前章の 不得其正」の部分 意味が近いものとなると考えていたからと思われる。 「答呂伯恭 第四十二書には「近讀大學、 疑「人之其所親愛而辟焉」 、 只合讀爲 字、














































近方見得、讀書只是且恁地虛心就上面熟讀、久之自有所得、亦自有疑處。蓋熟讀後、自有窒礙不通處、是自然有疑、方好較量。今若先去尋箇疑、便不得。 」 「滞礙」ともいう。 『語類』巻三四 五五条、林恪録（Ⅲ
　
866 ） 「如禮樂射御書數、一件事理會不得、此心





















節彼南山、維石巖巖、赫赫師尹、民具爾瞻 有國者不可以不慎、辟則為天下僇矣。 」に基づく。この部分に對して朱注は「辟 讀爲僻。 」 「辟、偏也。言在上 人所瞻仰、不可不謹。若 能絜矩而好惡殉於一己之偏、則身弑國亡、爲天下之大戮矣。 と注する。伝十章のこの部分に基づいて八章の「辟 を「僻 の意味として読むことについては、前述の『朱子文集』巻三一 答敬夫孟子説疑義」で以下のように言う。 「且此篇惟 此五 辟」字 卒章有「辟則爲天下僇」 、 「辟」字亦讀爲 僻」 、足以相明。 」伝十章のこの部分に対して鄭玄注は「言民皆視其所行而 之、可不慎其德乎。邪辟失道則有大刑。 としており、 鄭玄注は 伝八章の「辟 を「譬」 、伝十章の「辟」を「偏」 （ 邪 ）の意味とするようで それぞれ別々に解釋する。一方、 朱注はこの二章の「辟」をともに「偏」
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
六三






















 「親愛、 賤惡、 畏敬、 哀矜、 敖惰、 各自有當然之則、 只不可偏」
　『大学』














 「食纔過些子、 便是偏」 「飲才過些子、 便是偏」
　「纔（才）…便―」







 「如愛其人之善、若愛之過 則 知其惡、便是因其所重而陷於所偏、惡惡亦然」
　『大学或問』に「蓋曰。人之常情於此五者、一有


















































勿視其巍巍然。 」朱注「趙氏曰。大人、 當時尊貴者也。藐、 輕之也。巍巍、 富貴髙顯之貌。藐焉而不畏之、 則志意舒展、 言語得盡也。 」 『語類』 巻六一、 六六条、 葉賀孫録 （Ⅵ
　
1474 ） 「敬之問説大人則藐之章。





2549 ） 「性者道之形體、 心者性之郛郭、 身者心之區宇、 物者身之舟車。
此語雖説得粗、 畢竟大概好。 」 「粗」は「細」 （精）の対概念である。『語類』巻一二九、 二一条、鄭可学録（Ⅷ
　
3090 ） 「如范文正公作










































































本巻、 一八〇条に 「令人懶去接他、 是謂敖惰」 。 『四








巻一一、 一一三条、 陳淳録 （Ⅰ
　






　「穩」はこの場合、 「道理にかなっている」 、 「穏当」
の意。 『語類』 四 四五条、陳淳録（Ⅰ
　
257 ） 「問。大學解已










































質問した。 「 『章句』 は「人の五者に於けるに本より當然の則有り」
とあります。しかしながら、敖と惰とは、気質や習慣によるもので、実は悪德です。哀矜の発現について言えば、まさに良心の苗裔です。たとえ哀矜に偏っても、仁德が厚いことには変わりはないの 、どうして（ 『大学』に）さらに「身修まらざれば以て其の家を齊う可からず」というのでしょうか。 」　
先生「敖惰とは、たとえば、孔子が孺悲に会わず、孟子が王驩と話













可拂殺了、我不愛人恁地、此便是燒火不敬。所以聖人教小兒灑掃應對、件件要謹。某外家子姪 未論其賢否如何、一出來便齊整、緣是他家長上元初教誨得如此。 只一人外居、 氣習便不同。 また、 「之所爲」の用例として以下がある。 『語類』巻三 七三条、李壮祖録（Ⅰ
　


























 「孔子 不見孺悲、孟子 與王驩言」
　『論語』 「陽貨」 「孺悲欲見

















　「姑息」 は 「一時しのぎ」 の意。 『礼記』 「檀弓」 上 「曾




































ない人に対して賎悪し、無告の人に対して哀矜するのだ。ある一種の人は、賢 ではなく、親 い人でもなく、命令に従わない人とも言えなく、無告の境涯にまでもなく ただ凡庸でつまらない人間なのだ。
そんな人に出会ったら、どうして敖惰しないだろうか。聖賢と言えどもこの気持があるはずだ。しかしながら、どうしてひたすら彼を敖惰してよいだろうか。ひたすら敖惰したら、偏りに陥っ しまう （ほかの）畏敬、親愛、賎悪、哀矜の四者もすべて一緒だ。　
だから、後文には「愛して而も其の惡を知り、惡んで而も其の美を






一二年「隨季對曰。昔平王命我先君文侯曰。與鄭夾輔周室、毌廢王命。今鄭不率。 」杜預注「率、遵也」 『語類』巻七八、 一三三条、沈僩録（Ⅴ
　














則臣事君以忠、 此恐只是説泛然之臣、 若任重之臣、 恐不當如此説。 」『語類』巻三二、 五五条、甘節録（Ⅲ
　
818 ） 「問。敬鬼神而遠之、











るさま」の意。 『語類』巻二六、 一一〇条、 葉賀孫録（Ⅱ
　
666 ） 「問。






「解過去」などがあり、 「過去」は「していく」の意。 『語類』巻二七、 二一条、 楊道夫録（Ⅱ
　
672 ） 「忠恕只是體用、 便是一箇物事、
猶形影、要除一箇除不得。若未曉 且看過去。卻時復潛玩 忠與恕不可相離一步。 」 『語類』巻三六、 一三二条 陳淳録（Ⅲ
　
978 ） 「大
學之説、自是大學之意。論語之説、自是論語之意。論語只是説過去、尾重則首輕、這 頭低、那一頭昂。 」 『 類』巻一一 四一条、
葉賀孫録（Ⅰ
　



























































195 ） 「凡讀書、 先讀語孟、 然後觀史、
則如明鑑在 、而妍醜不可逃。 」 『語類』本巻、一四四条、葉賀孫録（Ⅱ
　
346 ） 「惟誠其意、真箇如鑑之空、如衡之平、妍媸高下、













































































人は蔡渊（字伯靖） 、蔡念誠（字元思） 、蔡沉（字仲黙） 、蔡惥（字行夫）などがいるが、ここは蔡念誠のであろう。 『語類』巻十五、 一四四条、周明作録（Ⅰ
310 ） 「蔡元思問。大學八者條目、
若必待行得 節了、旋進一節、則沒世窮年、亦做不徹。看來日用之間、須是隨其所在而致力。遇著物來面前、便用格。知之所至、便用致。意之發、便用誠。心之動、便用正。身之應接、便用修家便用齊、國便用治 方得 」 『語類』巻三十 四八条、陳淳録（Ⅲ775 ） 「蔡元思問、好學論似多頭項。曰、伊川文字都如此多頭項、












巻一六、 一七六条の注を参照。また、 『語類』巻四、 六五
条、 林夔孫録（Ⅰ
71 ） 「又問。人生氣稟、 理有善惡云云、 善固性也、







之氣、況心常能惺惺者乎。故心常惺惺 自無客慮。 」 『語類』巻四十四、 一二八条 葉賀孫録 Ⅲ
1146 ） 「亞夫問。程先生説修己以敬、





敖惰の気持ちを抱く人（訳では「彼」 ） 、 「懶」の目的語を 敖惰




























































































































を唱えた。つまり「響きの不調和な箇所が出て来ると、人々はその箇所の文字の読み方を、前後と脚韻を合わせるように、臨時に変化させて吟唱した。 」 （木下鉄矢 『清朝考証学とその時代』 創文社、一九九六年、一〇八頁） 。また、 『語類』巻八十、 五〇条、李閎祖録（Ⅵ
2079 ） 「叶韻恐當以頭一韻為準。且如華字叶音敷、如有女







會。只是舉其至大、與其至細者、言學者之窮理 無一物而在所遺也。 」巻十八、 一一七条、徐
録（Ⅱ
420 ） 「問。致知自粗而推至






















成化本、 萬暦本、 呂留良本、 和刻本は 「見」





















































てはいけない。 『中庸』 は、 「之れを博学し、之れを審問す」と言ってから、はじめて「之れを慎思す」 言う。もしまだ「学」んでいなく「問」うてもい まま、それを「思」ってしまうとすれば これはただ心を無駄に費やすだけな だ。 」　




















不擇如何解明。 」巻十四、 三四条、 胡泳録（Ⅰ
254 ） 「或問大學。曰。


























子再拜而起曰。丘少而脩學、以至于今、六十九歲矣、無所得聞。至敎、 敢不虚心。 」 『語類』巻八、 一四一条、 黄升卿録（Ⅰ
145 ） 「自
家猶不能怏自家意、如何他人却能盡怏我意。要在虚心以從善。 」三浦国雄『 「朱子語類 抄』一 一頁参照。
（９）
 「理會」

















　『中庸章句』二十章「博學之、 審問之、 慎思之、 明辨之、
























っきりとしない。ただし、第八 一六九条の「但一節説闊一節去」を参照すれば、 節 に作る可能性が高い。 ）
〔訳〕　











理之數、詭自然之性、以曲爲直、以屈爲伸哉。未甞不因其資而用之也。 」 『語類』巻一六、 四七条、沈僩録（Ⅱ
322 ） 「問。聽訟吾猶







































よい、 素晴らしい。 『語類』 巻二十一、 六五条、 鄭南升録 （Ⅱ









































其知。致知在格物。五者、 其實則相串、 而以做工夫言之、 則各自爲一事。故物格、 而後知至。知至、 而後意誠。意誠、 後心正。心正 而後身修。　
著而字、則是先爲此、而後能爲彼也。蓋逐一節自有一節功夫、非是
儱侗言知至了意便自誠、意誠了心便自正、身便自修 中間更不著功夫。然但只是上面一截功夫到了 則下面功夫亦不費力耳。　
















して一事となる。それ故に「物格れば而る後に知致り、知致れば而る後に意誠にし、意誠にな ば而る後に心正なり、心正なれば而る後に身修む。 」　「而」の字を著すのは、先ずこれをしてから、後にそれをすることができるということなのだ。 （ 『大学』の）章ごとに於いてはその独自の工夫が説かれており、知に至れば意が自ら誠になり、意を誠にすれば心が自ら正になっ 身が自ら修められ、 途中でさらに工夫をしない、とおおまかに言うのではない。しか 上の段階の工夫が完成できれば、次の段階の工夫は力を（それほど）費やさないだけなのだ。　先生は言われた。資質のいい人もおり、 （彼らは）最初を正せば、













　「ぼんやりする」 、 「はっきりしない」 。 「儱統」 、 「籠統」










修身という次序に従って段階的に工夫していく必要がある と強調する。 『語類』巻十五、 一四六条、徐
録（Ⅰ
311 ） 「問。知至
























































其の力を用いて以って其の心を正す者無し」 云云。 （先生は） 言われた。『大学』に多くの章節があるのは、まさに学ぶ者には段階的な工夫をさせようとしているのだ。一本の節のない竹のように、格物ができたばかりなのに、 直ちに天下を平らげることに進むことをさせないのだ。　
思うに、人の中に意が誠になっても心をまだ正していないものがい
るが、 （彼らは）事物に遭遇する際に必ず忿懥・恐懼などを調整しなければならない。 （また）思うに、心が正しくても身 まだ修めてい
ない人がいるが、 （彼らは）人に接する際に必ず好悪を節制しなければならない。斉家以下については、すべて段階的に審査工夫していくことを人に教えている。なので、経 順序として正心が必ず誠意から来て、修身が必ず正心から来ることだけを言ってい のであって、誠意ができたら正心 努めなくてもいい、正心ができたら修身に努めなくてもいい、と言って るのではないのだ。　
且つ、 『大学』の首章は「明明徳」を教えているが、また「格物」
























れが適切なように調整する、 という意味。 『語類』巻十八、 八八条、周明作録 （Ⅱ
412 ） 「…問。去私欲氣稟之累。曰。只得逐旋戰退去。




～に努めない。 『語類』 巻二十三、 一〇四条、 楊道夫録 （Ⅱ
557 ） 「蜚卿問十五志于學一段。曰。聖人也略有箇規模與人同。如
志學、也是衆人知學時。及其立與不惑、也有箇跡相似 若必指定謂聖人必恁地、固不得 若説聖人全無事乎學、只脱空説、也不得但聖人便自有聖人底事。 『語類』巻二十四 五六条、 万人傑録（Ⅱ580 ） 「問。先行其言而後從之。曰。此為子貢而發。其實有德者必



























































































成化本、 朝鮮古写本、 朝鮮整版 才」を「纔」に作る。



































　『論語』 憲問 「子曰、 古之學者為己、 今之學者為人。 」
集注 程子曰、為己欲得之於己也、為人欲見知於人也。 」また『文集』巻六三、答孫敬甫第六書 蓋自欺自慊兩事正相抵背、纔不自
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
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伝六章の 「自謙」 を言いかえたもの。 この 「謙」 が 「足」 、




































全体の構造についても言われる。 『語類』 巻一四、 八〇条、 魏椿録 （Ⅰ262 ） 「人本來皆具此明徳、徳内便有此仁義禮智四者。只被外物汨














なお以下の用例の 不可説著」は、話にならないの意。 『語類』巻一〇九、 一四条、 沈僩録（Ⅶ
　
2696 ） 「而今分明是有箇天下國家、





































李徳之が質問した。 「 「家を出でずして教えを国に す」は 外にお















































































































































曲能有誠、誠則形、形則著、著則明、明則動、動則變、變則化。唯天下至誠為能化。 」章句「動者誠能動物。變者物從而變。化則有不知其所以然者。蓋人之性無不同、而氣則有異。故惟聖人能舉其性之全體而盡之。 」 『大学或問』第九章「如保赤子何也
･･･
此章










































































































































































自らにたち反る、 自らを顧みる。 「反己」 の用例は 『史記』




斉家の実践によって他者に模範 （ 「法」 ）

















































































まだこれこれができていなければ、これこれしてはならない、ということを明らかにしているのだ。故きを温ねて新しきを知れば、もうそれで人の師となろうとする、などという意味ではないのだ。　（原注 「池本は 「不可」 より下を、 次のように作る。 「人の師となる （ことはできない、ということを明らかにしている） 。 「諸を己に有して而る後に諸を人に求む」というのは、自分 （善が）なければ人に対しても （善を） 求めてはならない、 の意であることを明らかにしている
「諸を己に無くして而る後に諸を人に非る。 」は、自分に（悪が）有れば人に対しても（悪を）責 成 の意 あるこ を明らかにしている。 」 ）　
しかしながらこの趣旨は、 まさに国を治める者の為に説いたものだ。
そもそも国を治め 場合には、人が悪を為すこ を禁じ、人が善を為すことを要求するわけだが、それはまさに「諸を人に求め」 「諸を人に非る」ことに他ならない。 かしその場合にも、自分自身に善が有って悪が無い状態であっ こそ、人に対しても善を求め悪 非ることもできるのだ。 、 」　
ある者がお尋ねした。 「范忠宣の 「己に恕するの心を以て人に恕す」 、
この語にはもちろん病弊が有りま 。ただその前の文で これ 先だって「人を責むるの心を以て己 責む」と述べられておりますから、この句を下 句 連ねた文脈で読む限 、 （下の句にも）問題はなさそうです。 」　
先生 「上の句はもちろんよいが、 下の句はもちろんだめだ。 思うに 「恕
己」という表現を用いること自体、既にし 間違ってい の 。横渠













て説く。 「退一歩 は謙虚・謙譲・譲歩の態度を示す 宋史』巻四三〇、道學伝「李燔 「因誦古語曰。分之所在、一毫躋攀不上、善處者退一步耳 」なお朱熹は孔子が自らを語った語（ 『論語』 「憲問」 「子曰。莫我知也夫。子貢曰。何為其莫知子也。子曰。不怨天、不尤人、下學而上達。知我者其天乎。 」及び『論語』 「述而」 「葉公問孔子於子路。 路不對 子曰。女奚不 其 人也、發憤忘食、樂以忘憂、不知老之將至云爾。 」 ）に関して「夫子於是說出三句、大抵都是退後底說話 …此與 棄公之語略相似、都是放退一
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
九九




















『語類』編纂に先立って存在した『語録』 、即ち池録、饒録、饒後録、建別録のうち最古のもので、記録者別に編纂されていた。因みに本条記録者である董銖 所録は池録十三、饒録四十六所収である（ 『朱子語 姓氏』 ） 。
（８）
 「以明無諸己不可求諸人也。 」 以明有諸己卽不可非諸人也」
　『大
学或問』 「故又推本言之、欲其先成於己而有以責人。固非謂其專務修己、都不治人而拱手以俟其自化、亦非謂其矜己之長、愧 之短而脅之以必從也。 先君子之言曰。有諸己、不必求諸人、求諸人 無諸 則不可也。無諸己、不必非諸人、以為非諸 而有


































見られる。 『大学或問』 近世名卿之言有曰 人雖至愚、 責人則明。雖有聰明、恕己則昏。
能以責人之心責己、恕己之心恕人、則不











胡宏 『知言』 巻四 「知道者可與論政、 知理者可以謀事、












に諸を人に非る。 」これは人を責めるに際しての恕である。 「絜矩」と「己の欲せざる所は、人に施すこと勿れ」 、これは人を愛するに際しての恕である。　
また言われた。 「己を推して物に及ぼすことを、恕という。聖人は、

















如見大賓、使民如承大祭 己所不欲、勿施於 。在邦無怨、在家無怨。仲弓曰。雍雖不敏、請事斯語矣 」 『論語』 「衛靈公」 「子貢問曰。有一言而可以終身行之者乎。子曰。其恕乎。己所不欲、勿施於人。 」 『中庸章句』一三章「子曰 道不遠人。人之為道而遠不可以為道 …忠恕違道不遠。施諸己而不願、亦勿施於人 」
（４）
 「推己及物之謂恕
　『二程遺書』 巻一一 （明道先生語） 「以己及物、




違道不遠之事、而叔子以釋曽子之言、何也。曰。恕之所以得名、本以其推己而言也。伯子特以聖人之恕為無待乎推、是以屬之學者之事。叔子則以為聖人之恕亦不過此、但其所以推之、自有不同耳。二説雖異、 葢不害其為同也。 」 『語類』巻二七、 二五条、 李閎祖録（Ⅱ672 ） 「聖人是不犯手脚底忠恕。學者是著工夫底忠恕。不可謂聖人















有脱誤」 ） 。若有些子未盡處、便是不實。如欲為孝 雖有七分孝、只中
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一〇二



























































穆として已まず、 は忠である。 」 と。




















を「接物」と関連づけた言及として以下の例がある。 『抱朴子外篇』 「行品 「垂惻隱於有生、恒恕己以接物者、仁人也。 」 『北渓字義』巻上「忠恕」 「伊川謂、 盡己之謂忠、 推己之謂 忠是就心説、是盡己之心無不真實者。恕是就待人接物處説、只是推己心之所真實者以及人物而已。 」
（３）
 「忠只是實心」
　『語類』 巻一三、 七一条、 葉賀孫録 （Ⅰ
233 ） 「用之問。
忠只是實心、 人倫日用皆當用之。何獨只於事君上説忠字 曰 …巻二二、 三五条、 葉賀孫録 （Ⅱ
488 ） 「問。盡己之謂忠。以實之謂信。


























云。維天之命、於穆不已。盖曰天之所 為天也。 」朱注「詩、周頌維天之命篇。於 歎辭。穆、 深遠也。…引此以明至誠無息之意。 」
（
10）
 「維天之命、 於穆不已 忠也」
　『二程外書』 巻七 「明道曰。 維天之命、










































































































































道夫録同而畧云。仁甫問治國在齊其家一章。曰。上面説不出家而成教於國。此下便説其所以教者如此。這三事是教之目 後 却是説、須是躬行、方會化得人。 」
〔訳〕　
仁甫が「国を治むるは、その家を斉うるに在り」についてお尋ねし













語気を示す。～はと言えば。～に関して言えば。 「急迫」は性急である、 性 にする。 『語類』 巻一〇、 二三条、 萬人傑録 （Ⅰ
163 ） 「人
言讀書當從容玩味、此乃自怠之一說。若是讀此書未曉道理、雖不可急迫、 亦不放下、 猶可也。 」巻一一、 七一条、 輔廣録（Ⅰ
185 ） 「大




ば」 ここでの 「他」 は 「齊其家 指していると解釈した。 「日數足」は、十分な日数をかける。十分な日数を経る。 『抱朴子内篇』 「金丹」 「合金液、 唯金為難得耳。…又不起火 但以置華池中、 日數足便成矣。 」別解として、 「他日、數足るの處に到 を待ちて」と読む可能性もある。他日 機が熟するに至るを待って。 「數足」は、程度が十分であるの意。以下の条では「分數足」が「十分」 「熟とほぼ同趣旨で用いられている。 『語類』巻一二〇 五条 黄義剛録 （Ⅶ
2883 ） 「又問。事有至理、 理有至當十分處。今已看得七八分、
待窮來窮去、熟後自解到那分數足處。曰 雖未能從容 只是熟後便自會、只是熟 只是熟。 」
（４）
 「自然有條理」



























讓有以感之、 故民亦如此興起。自家好争利、 却責民間禮讓、 如何得他應。　
東坡策制敦教化中一段 説得也好 雖説得粗、 道理却是如此。 （原注 「敦

































「 「一家仁なれば、一国仁に興る。一家譲なれば、一国譲に興る。 」自身が礼譲を実践することで感化を及ぼすからこそ、民もまたこのように興起するのだ。自身が好ん 利益 争っていながら に対しては礼譲を要求 ならば、どうして民がそれに呼応する とを望めようか。　
東坡の策制「敦教化」中の一段は、まあうまく説いている。説き方
は大まかだが、道理としてはその通りだ。 （原注「敦教化に云う。民に信を知って欲しいと望むのであれば、自らがその言葉を実行 移すこと 務めるのが一番である。民に義を知って欲しいと望むのであれば、自らがその貪欲を去るこ に務めるのが一番である云々。 」 ）道理を考える際には、玄妙（奥深く神妙）であろうとすることなく、ただおおまかなところに即してきちんと説明できさえすれば、それでよいのだ。　
今、官司は民の財産を制御するすることができずにいながら、民が






不能以 、 如禮何。 」朱注「讓者禮之實也。何有、 言不難也。言有禮之實以為國、則何難之有。不然、則其禮文雖具、亦且無如之何矣。而况於為國乎。 」
　
（２）
 「一家仁、 一國興仁。一家讓、 一國興讓。 」
　『大学章句』伝九章「一









　「争利」は、 利を求めて争う。 『礼記』 「坊記」 「詩
云、 既醉以酒、 既飽以德。以此示民、 民猶爭利而忘義。 」 （詩は『詩経』大雅 既醉」 ）
（５）
 「如何得他應」
　「應」 は呼応。前出の 「感」 と 「應」 は対概念であり、











一五、 一三八条、周明作録（Ⅰ） 「又問。大學表裏精粗如何。曰。自是如此。粗是大綱 精是裏面曲折處。 」 「説得出」は、的確に説明する、うまく説明できる。 『語類』巻五、 五五条、廖徳明録（Ⅰ89 ） 「說得出、又名得出、方是見得分明。如心・性、亦難說。嘗曰。




の営業税。多くの業種ごとに存した牙行は地方政府の認可を要する特許商で、所定の税を納め、牙帖（牙行の営業免許証）を得ることで営業が許される。 」 （斯波義信編 『中国社会経済史用語解』 牙稅」東方書店、二〇一二年） 。 「牙はもと粮に作り 互と通じていられたもの あり、 『広韻』に「互 俗作粮。 」とあ 牙人はもと互郎と称したが、唐人が粮が に似ているので牙郎と書くに至った う。牙は互市 意 ある。 」 （星斌夫編『中国社会経済史語彙（正編） 』 「牙行」光文堂書店、一九八一年） 。 『宋史』 「食貨志」には、南宋の建炎二年（一一 八）における戸部尚書呂頤浩・翰林学士葉夢得等 言により、新たに設けられた経総制銭の税目として「添酒銭」 「添売糟銭」 「典売田宅増牙税銭 官員等請給頭子銭」 楼店務増三分房銭」を挙げている（ 『建炎以来繫年要録』に拠れば、同税の制定は建炎三年一一二九） 。うち「典売田宅増牙税銭」は「不動産売買・質入れ等の 税。売買文 を官府に届け出て収める税をいう。本 も経総制 組み入れられて中央に上供された。 」 （中嶋敏『宋史食貨志訳注』 （四） 三二
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
一〇九










「張官置吏」に作る、 〔参考〕参照。 ）ここでの官は、中央から地方に派遣される「監当官」を指す 「榷酤」即ち酒の専売には官醸官売と民醸民売（民営を許可して税を徴収）が有った。うち官醸官売の法 は、官自らが諸府州県鎮城内に酒務（榷酤担当 小官司）を設置し、自ら醸酒・販売 することをいう。中央からは監当 が派遣され、醸造販売あるいは酒税の実態 監督する。以上、 斯波義信編前掲『中国社会経済史 語解』 「榷酤 参照。 「 「宋史」食貨志下七酒は、 まず「宋の榷酤の法」の書き出しに始まり、宋朝の「榷酤」 （酒の専 ）の概要を示す。即ち、諸州城内 酒務（酒専売の政府機関）を置き、官酤（酒務によ 官醸 売法）と民醸 民間請負の民醸民売法）の二つが行われたことを記 。 」（中嶋敏『宋史食貨志訳注』 （六）三頁、 注一一、 財団法人東洋文庫、二〇〇六年） 。 『宋史』巻一八五「食貨志」下七 酒」 宋榷酤之法、諸州城內皆置務釀酒、縣鎮鄕閭 或許民釀而定其歲課。若有遺利、所在多請官酤。 」 （ 「榷」は専売、 「酤」 酒 売り買い） 。なお時期は前後するが、酒の官売に関わる文脈で「置官」の語を用いた例を二つ挙げておく。 『羣書考索』 後集、 巻五八、 財用門 「酒類」 「武帝費用無度、凡遺利在民間者、網羅悉盡。獨於酒酤之利 若姑徐而未榷。至天漢三年、始置官自賣 榷取其利、以供國用。行之纔十四年、 迨昭帝因賢良文學議而罷之、 乃令民自賣、 以所利而輸租。 」
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一一〇
『大學衍義補』巻三十、治國平天下之要、制國用「征榷之課」 「元太宗立酒醋務坊場官榷酤辦課」の条「臣按…夫天生五榖以為民食。民無食則死、少食則不飽。民不可以一日而不飽、而可以終身而不醉。上之人、何苦而必欲民之醉哉。乃至設務置官以司酒、至于所用為酒之麴、亦司之焉。殊不思所以為醉之具、即所以為飽之物也。去此以 彼、彼多則此少、必然之理也。 」
〔参考〕　
陳淳録の本条と以下の黄義剛録は内容が類似する。陳淳は庚戌
（一一九〇） 、己未（一一九九）所聞、黄義剛は癸丑（一一九三）以後所聞であり、陳淳の第二次師事期に黄義剛が朱門にあったことについては、既に指摘が有る。 『朱門弟子師事年攷』二三八頁。この両条も、朱熹の同じ語をそれぞれが記録したものである可能性がある。 『語類』巻二六、 一一五条、黄義剛録（Ⅱ
667 ） 「義剛說。禮讓為國一章、添不








































































存在であって、それでこそ他者もこれに法る、ということにありましょう。にも関わらず堯や舜は自身の子を感化し得ず、 周公はと言えば、上は主君（成王）に嫌疑を受け、下は自身の兄弟（管叔・蔡叔）を和ませることができなかったのは、一体どうしたことで ょう。 」　







ましめ（善へと導き） 」 、 「姦に格
いた
らしめず（悪事に
























　『大学章句』 伝九章 「詩云。其儀不忒、 正是四國。





の故に父から帝位を譲られなかった。 『孟子』 「萬章」上 昔者舜
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一一二






王の摂政となった際、管叔と蔡叔は周公に二心有りとの流言を広め、周公に討伐され 。管叔は周公の兄、蔡叔は弟 『書経』周書「金縢」 武王既喪、管叔及其群弟乃流言於國、曰 公（周公）將不利於孺子。周公乃告二公（召公 太公）曰。我之弗辟、我無以告我先王。周公居東二年、則罪人斯得。 」 （孔安国伝） 「武王死周公攝政。其弟管叔及蔡叔・霍叔、乃放言於國、以誣周公、 惑成王。…孺、稚也。稚子、成王。辟 法也 告召公太 言、我不以法、 法三叔、 則我無以成 道告我先王。 」 （蔡沈集伝） 「辟讀為避鄭氏詩傳言、周公以管蔡流言、辟居東都、是也 漢孔氏以為致辟
於管叔之辟、謂誅殺之也。 」 『史記』巻三五「管蔡世家」 「管叔鮮・蔡叔度者、周文王子而武王弟也。武王同母兄弟十人。母曰太姒、文王正妃也。其長子曰伯邑考、次曰武王發、次曰管叔鮮、次曰周公旦、次曰蔡叔度、次曰曹叔振鐸 成叔武 霍 處曰康叔封 冄季載。 」
（４）
 「聖人是論其常、 堯舜是處其變」
　「常」 は通常、 一般的な場合。 「変」








在位七十載、汝能庸命、巽朕位。岳曰。否德忝帝位 曰。明明揚側陋。師錫帝曰。有鰥在下 曰虞舜 帝 俞、予聞。如何 岳曰。瞽子 父頑、母嚚、象傲、克諧以孝、烝烝乂、不格姦 帝 。我其試哉。 」 （孔安国伝） 「巽 順也。言四岳能用帝命 故欲使順行帝位之事 否不、忝辱也。辭不堪。堯知子不肖、有禪位之志、故明舉明人在側陋者、廣求賢也 師衆、錫與也 …諧和、烝進也。言能以至孝和諧頑嚚昬傲 使進進以善 自治不至於姦惡 」
 なお












子によって、 このようにされた （＝こんな目に遭った） 。 「且如」 は、例えば。 「被」 は、 受動態の文章において行為者を導く介詞 ～に、～から（～される） 行為者を示す語（この場合は「那兒子」 の後ろには、 その行為者の行為を表す動詞が続く この場合は 「恁地」（＝「如此」 ）を「恁地做」 （此
かく
の如くす）の意の動詞として解釈











































における一手。 『語類』巻一五、 一七条 董銖録（Ⅰ
284 ） 「格物、















は辛亥（一一九一）以後所聞、 陳淳は庚戌（一一九〇） 、 己未（一一九九）
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一一四
所聞であり、陳淳の第二次師事期に葉賀孫との同席例があることは、既に指摘されている（ 『朱門弟子師事年攷』一九八頁） 。この両条も、朱熹の同じ語をそれぞれが記録したものである可能性 。巻一五、 一三三条、陳淳録（Ⅰ
307 ） 「毅然問。家齊而后國治、天下平。
如堯有丹朱 舜有瞽瞍、周公有管蔡、却能平治、何也。曰。堯不以天下與丹朱而與舜、 能使瞽瞍不格姦、周公能致辟于管蔡、使不爲亂、便是措置得好了。然此皆聖人之變處。想今人家不解有那瞽瞍之父、丹朱之子、管蔡之兄、都不須如此思量、且去理會那常處。 」　　　
『朱子語類』巻一六（
132～
209条） 、訳注担当者

132
～
142条
　　　　　　
小笠
　
智章

143
～
147条
　　
福
　
谷
　
彬

148
～
156条
　　
松葉久美子

157
～
168条
　　
陳
　
佑
　
真

169
～
179条
　　
廖
　
明
　
飛

180
～
189条
　　
田
　　
訪

190
～
200条
　　
宇佐美文理

201
～
209条
　　
中
　
純
　
夫

（二〇一五年十月一日受理）
　　　
（うさみ
　
ぶんり
　
京都大学大学院文学研究科教授）
　　
（おがさ
　
ともあき
　
京都大学国際高等教育院非常勤講師）
　　
（ちん
 ゆうま
　
京都大学大学院文学研究科博士後期課程）
　　
（でん
　
ほう
　
京都大学 院文学研究科博士後期課程）
　　
（なか
　
すみお
　
京都府立大学文学部教授）
　　
（ふくたに
　
あきら
　
京都大学大学院文学研究科博士後期課程）
　　
（まつば
 くみこ
　
京都大学大学院文学研究科博士後期課程）
　　
（りょう
 めいひ
　
京都大学 院文学研究科博士後期課程）
『朱子語類』巻一四～一八訳注（七）
一一五
